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職業の興味を６つの領域に分けてみます。６つの領域とは、現実的興味・研究的興味・芸術的興味・社会的興味・企業的興味・慣習的興味です。実際には、職業興味にはさまざまな要因があり、簡単に分けることはできませんが、今日はあなたの興味がどちらを向いているかの入門としてこの質問にチャレンジしてみましょう。
問１　質問項目を読み当てはまる項目の右に○△×をつけましょう
　　○そう思う　　×そうは思わない　　△どちらでもない
	
	　　　　　　　　　　質問項目
	○△×
	点数
	　

	1
	「職人さん」に憧れる
	
	　　点
	　Ｒ

	2
	疑問に思ったことはとことん調べたい
	
	　　点
	　Ｉ

	3
	自分の感受性や創造力で作品をつくりあげたい
	
	　　点
	　Ａ

	4
	人の役に立つ仕事に生きがいを感じると思う
	
	　　点
	　Ｓ

	5
	リーダーになって人を動かしたり、責任の持てる仕事をしたい
	
	　　点
	　Ｅ

	6
	座って作業することが好きだ
	
	　　点
	　Ｃ

	7
	納得できるモノ（製品）を一生に一度はつくってみたい
	
	　　点
	　Ｒ

	8
	まず、自分で調べることが大切だと思う
	
	　　点
	　Ｉ

	9
	違う人の人生を演じることのできる俳優は楽しそうだ
	
	　　点
	　Ａ

	10
	ひとりの人とじっくり話しをすることが好きだ
	
	　　点
	　Ｓ

	11
	商品がどうしたら売れるかを計画することは楽しい
	
	　　点
	　Ｅ

	12
	文字や数字を正確に入力する仕事がしたい
	
	　　点
	　Ｃ

	13
	テレビやパソコンが壊れたら、自分で修理したい
	
	　　点
	　Ｒ

	14
	日頃使っている水について研究してみたい
	
	　　点
	　Ｉ

	15
	音楽を聞いていると心が動く感じがする
	
	　　点
	　Ａ

	16
	人に囲まれて生きるのは楽しい
	
	　　点
	　Ｓ

	17
	文化祭などの行事には率先して計画に加わる方だ
	
	　　点
	　Ｅ

	18
	計算は好きな方である
	
	　　点
	　Ｃ

	19
	道具を持つとうれしい
	
	　　点
	　Ｒ

	20
	世の中のお金の流れがどのようになっているか知りたい
	
	　　点
	　Ｉ

	21
	感動する風景や場面をみたとき、絵や写真にしたいと強く思う
	
	　　点
	　Ａ

	22
	高校生活で大切なものは「友人」である
	
	　　点
	　Ｓ

	23
	その道の「長」になってみたい
	
	　　点
	　Ｅ

	24
	日常の支出や収入を正確に把握している
	
	　　点
	　Ｃ

	25
	体を動かすことが好き
	
	　　点
	　Ｒ

	26
	「なぜそうなるのか」という疑問はいつもある
	
	　　点
	　Ｉ

	27
	色合いに関心がある
	
	　　点
	　Ａ

	28
	イベントではリーダーより世話人がよい
	
	　　点
	　Ｓ

	29
	テレビや新聞で知った新しい情報を生活に取り入れたい
	
	　　点
	　Ｅ

	30
	書類がきれいに分類・整理されていると気持ちがいい
	
	　　点
	　Ｃ

	31
	こつこつと地道に一つの物をつくりあげるのは美しい
	
	　　点
	　Ｒ

	32
	不老不死の薬を自分がつくることができれば最高だ
	
	　　点
	　Ｉ

	33
	テレビのＣＭがどのようにつくられているか知りたい
	
	　　点
	　Ａ

	34
	自分の得た知識を人に教えたりすることに喜びを感じる
	
	　　点
	　Ｓ

	35
	誰にも知られていない品物の売り方を考えることは楽しい
	
	　　点
	　Ｅ

	36
	パソコンでデータ処理や管理をするのが好き
	
	　　点
	　Ｃ

	37
	幼い頃からものづくりが好きだった
	
	　　点
	　Ｒ

	38
	話し合いで決めるより、自分の判断を優先したい
	
	　　点
	　Ｉ

	39
	自分の気持ちを文章に表現することが好きだ
	
	　　点
	　Ａ

	40
	喜んでくれる人がいれば、汚い仕事やしんどいこともできそうだ　
	
	　　点
	　Ｓ

	41
	部下の能力を伸ばすことにやりがいを感じるだろう
	
	　　点
	　Ｅ

	42
	その場限りではなく、いつも計画性を持って行動したい
	
	　　点
	　Ｃ


問２　結果をまとめましょう
右端のＲＩＡＳＥＣが６つの興味領域です。
○は2点△は1点×は0点として、合計の点数を下に記入しましょう。
	　　　Ｒ
	　　Ｉ
	　　Ａ
	　　Ｓ
	　　Ｅ
	　　Ｃ

	　　　　点
	　　　　点
	　　　　点
	　　　　点
	　　　　点
	　　　　点


※得点がそのまま職業に対する興味につながるとは限りません。あくまでも参考です.。
問３　6つの領域がどんな職業興味か確認しましょう
Ｒ　（realistic）現実的興味→機械や物を対象とする具体的で実際的な仕事に興味や関心が高い人
　　Ｒの職業例　　パティシエ　消防士　トラック運転士　など
Ｉ　（investigative）研究的興味→研究や調査などのような研究的、探索的な仕事や活動に興味や関心が高い人
　　Ｉの職業例　　研究者　臨床検査技師　システムエンジニア　など　
Ａ　（artistic）芸術的興味→音楽・美術・工芸などの芸術的領域での仕事や活動に興味や関心が高い人
　　Ａの職業例　　タレント　インテリアデザイナー　演奏家　など
Ｓ　（social）社会的興味→人に接したり、奉仕したりする仕事や活動に興味や関心が高い人
　　Ｓの職業例　　介護福祉士　レスキュー隊員　保育士　など
Ｅ　（enterprising）企業的興味→企画や組織運営・経営のような仕事や活動に興味や関心が高い人
　　Ｅの職業例　　商店経営者　プロスポーツ監督　ホテル支配人　など
Ｃ　（conventional）慣習的興味→定まった方式や規則に従って行動するような仕事や活動に興味や関心の高い人
　　Ｃの職業例　　受付事務員　航空管制官　税理士　など
問４　合計点の点数が高かった2つを記入しておきましょう　　　　　　　　　　　　　
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　的興味

	　　　　　　　　　　　　　　　　　　的興味


※得点がそのまま職業に対する興味につながるとは限りません。あくまでも参考です。他にもいろいろな検査方法があります。

　　　　　　　

※同点の場合はあなたが興味を持っていると思う方を記入しましょう
このワークの次に２-⑩職業とつなぐチカラの発展編「職業世界を探検してみよう」に取り組んでみましょう。6つの領域の職業をより詳しく知ることができます。
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１　自分を理解するチカラ（職業興味を考える）基礎編　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


職業の興味を6つの領域から考えよう
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